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　本 部 長：細木　膺子
　構成職員：
　　組織―経営管理部
　　（財務・危機管理室）　 ５名
　　人事総務部　　　　　 ８名
　　合計人数　　　　　　15名＋（理事長、副理事長）

1目標
　社会医療法人仁生会の現状把握と将来方向を模索す
るために、最新の経済情報や医療情報の収集に努め、
仁生会の全てのグループがコミュニケーションを緊密
にして、和を尊び、仁生会憲章にもあるように、地域
の皆さまが細木病院グループにかかって良かった、職
員の皆さまにもこの病院で地域の皆さまに貢献できて
良かったと思っていただけるように、常に前向きに思
考できる環境を整える。同時に、経済的にも余裕をもっ
て運営できる方向性を探る。
　①�各病院の収支を明確にして、問題点などを分析、

検討できるよう努力する。
　②�各施設からの要望や本部からの考えをまとめ、優

先順位をつけて計画を策定する。
　③�本部の部長・課長、事務局長（前細木病院事務長）

の共通認識を確かめ、仁生会の発展に寄与する。

2人事異動
　平尾　俊和　　２０２４年１２月　退社
　�　新部長就任まで、前部長の門脇弘幸氏に時々手助
けをお願いした。

3定期会議
１ ）本部会議・毎週木曜日のAM 9：00から運営会議
　メンバー：�細木秀美理事長、細木信吾院長、中嶋光

宏事務部長、尾原団人事部長、宮地耕一
郎事務局長、石元恵津財務課長、細木膺
子本部長

　　　　　　�第 ３ 木曜日には、三愛病院より中村寿宏
院長、植田宏平事務部長が出席。

　　　　　　�議題により職員以外にも外部よりの参加

があります。
　　　　　　�その日の議題により、関連部長に出席要

請して、問題点や提案の共有、見える化
を心掛けています。

　　　　　　�理事長の指示や情報提供に即応して、運
営の方向性を討論している。

　　①�昇給・賞与の試算など、仁生会全体の各種会合
に提案する試案について検討する。

　　②�各病院長の意向を考え、将来に向けての企画や
そのタイムスケジュール、財務上の問題点など、
運営上の全般的な計画や考えをまとめる。

　　③�病院の各部長の毎年の報告に従って、各部署の
運営方針の下、職員の皆さまのご尽力とご努力
により、各部署が運営されるように援助する。

２）試算表の検討会
　　�毎月の各病院の収支と年度末の収支報告の検討な

どを行う。
　　�新しい社会医療法人会計準則になって ７年目に入

り、外部監査法人の監査も ５年目が過ぎ、財務職
員の協力体制によりスムーズに推移した。

4外部監査法人
　昨年同様。大阪より清稜監査法人の船越明人氏が一
人で日帰りや １泊で度々来高し、運営や経営に対する
指導もしていただき、決算総会に向けてのコメントを
作成していただいて、高知県および財務省に提出する。

5「ナウレッツビギン」の執筆
　仁生会の役員、幹部職員によるリレーエッセイ（簡
単な時事などの小文章）を、毎月下旬に仁生会のホー
ムページと、広報誌の「じんせい」にも掲載。

6�社会医療法人の定例事業報告並びに決算総会（理事
会および社員総会）の開催と高知県への報告。
　　
7税金や給与などの処理、各種管理
　毎月の役員給与、職員給与や税金、年末調整、数多
くの経費の出金や、行政への提出書類への捺印、賞与
の資金繰りなど財務と検討します。

▶▶▶年次報告▶▶▶年次報告

 本本　　　　部部

本部長　細木　膺子
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　出張旅費、イベントなどの出金などへの押印。職員
の文化交流会も開催されましたが、抹茶のサービスは、
感染対策のため、許可が出ませんでした。仁生会の実
印・銀行印など全ての管理を行う。

8マザーグースの会
　今年は、医局の家族会として、初めて夜に開催致し
ました。ご家族で、ご夫婦、お一人でもご参加いただ
き賑わいました。

9危機管理室
　他の部署との連携を図り、病院など見まわったリ、
クレームやアクシデントの解決、および未収金の対応
などには経営管理部長と力を合わせて、精力的に活動
していただいています。相談しやすく、外部に漏れな

いことで、頼りがいのある、なくてはならない部署と
して次第に個人的な相談も増加している。いつもなが
らの高い信頼を堅持をしています。

⓾その他
①�4 月 1 日の入社式を開催。 ８月のよさこい祭りも参
加。 １月 ４日の仕事始めは、お屠蘇で祝い、20２５年
が始まった。
②�社会医療法人仁生会グループのOB会「仁生クラブ」
の開催。
　�例年は、細木病院内での開催でしたが、今回は城西
館でお昼に開催しました。いつもより大勢の参加者
が集い、食後には健康管理センターの森下先生の
チェロの演奏もあり盛り上がりました。久しぶりの
懐かしい先輩方との交流となりました。

　

【２０２４（令和 ６）年度の活動報告】
　�２０２４年度は、コロナが ５類に移行し経営的にも完全
なポストコロナ経営が求められる年であった。各施
設と徹底した収支改善の取り組みを行ったが運営補
助金がほぼゼロとなる中、材料費／人件費／光熱水
費／経費と全ての費用が大きく増加し、大変厳しい
経営環境に陥った。
　�そうした中、理事長方針として、各施設と増患対策
(特に入院患者)と費用の抑制／削減対策に努めると
共に、収益重視→利益重視に転換し収支改善の見込
めない事業は廃止も含めて検討していくこととし
た。
　�この方針に基づく取り組みは、年度後半から徐々に
成果となって表れているが翌2025年度にはそれが大
きな成果となって花開くよう全力を尽くしたい。ま
た、この難局を乗り切るには、課題を共有し協力し
合う「チーム力」が何よりも重要であり、そうした
「チーム力」が発揮できるよう、それを常に考えな
がら行動していく。

１．「日高クリニック」の公的支援決定について
　　�２ 年前から日高村に強く要望し協議中であった
「日高クリニック」の公的支援について

　　�運営交付金という形での交付が決定した。そのた
め、2025年 3 月に松岡村長、池田村議会議長、細
木秀美理事長の間で覚書が締結された。

　　�この決定がなされたのは、「日高クリニック」が村

唯一の医療機関として、長い間地域住民から必要
とされ信頼される存在となっていた証であり、松
本院長をはじめ職員の皆さまの今までのご努力に
敬意を表したい。今後は日高村とその将来構想に
ついて検討していく。

２．「ほそぎ診療所」の開設について
　　�前年度より開設準備を進めていた“在宅療養支援

診療所”である「ほそぎ診療所」が細木秀美医師
を所長として本年 ８月に無事にオープンした。す
でにもう多くの在宅患者さんの診療に関わってき
ており、当法人の目指す『治し支える医療機関』の
一つの大きな役割である“在宅診療”をメインに
担う施設として今後の発展が大いに期待される。

３．定款の変更について
　　�定款記載事項の追加に伴い、以下の変更を行った。
　①「ほそぎ診療所」の追加
　②へき地診療所( 2 カ所)の追加
　　・黒潮町国民健康保険拳ノ川診療所
　　・宿毛市立沖の島へき地診療所

４．電気料金削減の取り組みについて
　　�電気料金の大幅な増加が続いている。仁生会全体

で「節電アラート！」を発令し法人をあげて節電
に取り組んでいる。また、古い空調システムから
順次最新の省エネシステムに更新して電気料金の
削減を図っているが、それでも法人全体の電気料
金は年間 1億 4千万円に達している。

　　�そうした状況を踏まえ、四国電力と一年かけて新
たな特別割引プランの交渉を行い、2025年 7 月か
ら新たな割引プランの適用に漕ぎつけた。経費の
中でも電気料金は大きな金額であり、今後もさま
ざまな削減策を模索し継続していく。

▪ 本部　事務局長 

事務局長
宮地　耕一郎
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５ ．「高田内科」への診療応援支援の開始について
　　�「高田内科」から診療応援支援の要請があり、両

者間で出向契約書を締結し2025年 1 月より循環器
内科の先生方を中心に診療応援を開始した。

　　病診連携の新しい形として発展させていく。

（文責：事務局長　宮地　耕一郎）
　

1概要
　所属長名：石元　恵津
　構成職員：顧問　　　 1名
　　　　　　事務　　　 4名
　　　　　　派遣職員　 1名
　　　　　　合計人数　 6名

　経営管理部の組織は仁生会本部に所属
し、本来、部長、顧問、課長、主任 2名、
事務員 2名の合計 7名体制であるが、諸
事情により2025年 3 月末は経営管理部長
不在となった。
　経営管理部は、経営管理課および財務
課の二課体制で、経営管理課には危機管理担当室を設
け、警察ＯＢの顧問が在籍し、蓄積した経験と見識でク
レーム対応などを行っている。
　財務課は経理と財務を担っており、経理は、仁生会
全施設の日々のお金の動きを記録し、試算表などを作
成し、現状を把握する業務を行っている。一方、財務
は、資金調達、予算管理、金融機関との交渉など、仁
生会の今後のための資金の管理運営を行っている。
　業務の専門性を高め、効率的な運営を行うために、
危機管理担当および経理と財務はそれぞれの役割を分
担し、連携して業務を進めている。

2活動内容・目標に対する達成状況
１ ．資金計画
　　�2024年度はポストコロナで非常に厳しい経営環境

であった。
　　�コロナ関連の運営費補助金が終了したこともあ

り、事業収益は前年度を下回った一方、人件費や
経費などの高騰で事業費用は前年度を大幅に上
回った。

　　�そのような状況の中、取引銀行の支援も受けて資
金確保を行った。

２．試算表作成
　　�毎月試算表を作成し、理事長・各院長・各事務長へ

の報告を行った。
　　�施設ごとの収支などを取りまとめ、月別試算表作

成後、各施設にフィードバックを行った。
　　�細木病院と三愛病院で毎月開催される経営会議へ

出席し、損益計算書に基づき、当月実績と予算お
よび前年実績との対比の説明を行った。

　　�監査法人の往査を受け、会計処理体制の検証や、

内在しているリスク管理の指導などを受けた。
３．決算業務
　　�関係部署に依頼して決算資料を提出してもらい、

それを基に決算書を作成している。
　　�決算書は監査法人の審査を受けた後、法人の監事

監査を受け、総会での承認となる。
　　�総会後、取引銀行各行を訪問し、決算説明を行っ

た。
　　�医療法に基づき、会計年度終了後に県知事に事業

報告書などを届け出した。併せて、社会医療法人
の更新手続きも行った。

４．総会の開催
　　�2024年 6 月および2025年 3 月に定例総会を開催

し、事業計画や収支予算の決定などの承認を得た。
５．その他
　　�「ほそぎ診療所」開設に伴い、経理面からの支援

を行った。
　　�「日高クリニック」の公的支援に向けて、過去10

期分以上の財務データを提供した。
　　�在宅部門の部門別損益の推移が分かる資料を作成

し、収益改善の見込めない事業所の存廃検討に活
用した。

3今後の課題
１ ．資金計画
　　�数カ月先の資金状況について予測し、資金が不足

する時期を早めに把握し、資金調達の計画を立て
る。

２．試算表の早期作成
　　�業績面の課題をリアルに反映させるために、試算

表の早期作成は長年の課題になっている。

経営管理部
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　　�業務内容の見直しを行い、デジタル化推進の検討
も含めて業務の効率化を図っていく。

　　�職員おのおのが幅広い業務に対応できるように、
担当業務をローテーションするとともに、経理の

エキスパートとして専門知識を深め、スキルアッ
プを図る。

（文責：経営管理部　財務課長　石元　恵津）
　

1概要
　人事総務部は仁生会本部に所属し、部
門内に「人事総務課」と「広報課」を設置、
合計 9名で業務を行っている。また、「人
事総務課」の 6名は、細木病院の人事総
務課も兼務している。2023年 1 月から空
席となっていた人事総務部長のポスト
には、2024年 7 月より副部長を務めてい
た尾原 団が就任し、新体制がスタート
した。仁生会では、2024年 1 月より株式
会社日本経営を外部コンサルタントと
して迎え、新たな人事制度への移行プロ
ジェクトを開始した。2024年度には法人全体会議を14
回開催し、12月には新人事制度の中間説明会も実施し
た。また、最低賃金の大幅な引き上げに対応し、法人
として可能な限りの対応を行ったが、全国的な物価高
騰の影響もあり、人件費が経営を圧迫する状況となっ
た。この課題に対処するため、法人全体での人員抑制
や時間外労働の管理、医師の超過勤務申請ルールの見
直しなどを実施。人員および人件費の「見える化」に
取り組み、人件費の抑制に向けた対応を進めている。

2活動内容・目標に対する達成状況
（ １）人事総務課
　【 １】採用・退職人事
　�　看護職の定期採用、奨学生入職対応、派遣職員の
一元管理などを実施。新規学卒者や中途採用者の採
用試験、奨学生の採用面接並びに採用事務や退職事
務を円滑に行った。また、新たな攻めの採用取り組
みとして「集客機能付き採用ホームページ」の新規
導入を行った。
　【 ２】人事制度の運営
　�　仁生会人事制度検討委員会を計11回開催し、昇格
試験対応やハラスメント、定年後の無期雇用、就職
支度金、さまざまな就業規則の改定案などの協議を
行った。
　【 ３】2024年度教育研修関係
　�　仁生会教育委員会活動・教育委員および事務局と
して、新採用者研修会、中途採用者研修会を開催し
た。
　【 ４】出版活動・次世代育成支援事業活動
　　①年報の作成
　　　�2024年度は、「2023（令和 5年度）年度仁生会年

報第25号」を580部作成し、関係各位に配布した。

　　②次世代育成支援事業
　　　�2024年度は、国の「第 6期一般事業主行動計画」

（計画期間 2023年 4 月 1 日～2028年 5 月31日）
の認定に向けて、男性の育児休業取得促進を目
標に取り組みを行った。また、県の2025年度「高
知県ワークライフバランス推進企業」（次世代育
成支援部門）の継続認証に向けて取り組みを行
い、2025年度は、新たに（男性育休推進部門）
（介護支援部門）（女性の活躍推進部門）の ３部
門認証取得を目指す。県の「高知県ワークライ
フバランス推進企業」のHPやパンフレットに
当法人の取り組み事例が紹介された。高知県主
催の「高知家の出会い・結婚・子育て応援団」の
取り組みも併せて行った。また、当法人の「子
育て支援」の一環として、2024年 8 月に細木病
院「こども参観日」の開催や2024年 9 月に高知
新聞社が運営する子育て応援サイト「ココハレ」
に細木病院 吃音外来の取り組みが紹介された。
2025年 2 月には、高知県最大の子育て応援イベ
ント「すこやかWinter」に細木病院としてブー
ス初出展した。

（ ２）広報課
　【 １】広報業務
　　①情報誌「じんせい」の編集、発行（毎月 1回）
　　②パンフレットや病院コマーシャル等の作成
　　　�仁生会細木病院グループのパンフレットについ

て、「ドクター紹介」「細木病院」「細木病院入院案
内」の各冊子を更新・発行した。さらに、細木
病院のコマーシャルも新たに制作し、ホーム
ページや各種広告媒体を通じてPR活動を展開
した。

　　③�仁生会ホームページ、細木病院ホームページの

人事総務部
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更新
　　④法人施設に関する新聞や各種媒体への広告掲載
　　⑤細木病院 臨床研修医募集広報活動
　　⑥仁生会年報編集委員
　　⑦美容皮膚科など、各科周知広報活動
　　⑧各種チラシ、ポスターなど広報物デザイン制作
　　⑨院内表札・看板・サインなどデザイン制作

3今後の課題
　2026年 4 月にスタートする新人事制度の円滑な導入
に向けては、株式会社日本経営および法人関係者と連
携しながら、着実に準備を進めていく。採用・人事分
野においては、採用が困難な職種の確保に尽力すると

ともに、法人の魅力を発信する広報活動にも力を入れ
ていく。また、次世代育成事業およびワークライフバ
ランス推進事業については、現在県より認証を受けて
いる「次世代育成支援部門」に加え、「男性育休推進部
門」などの認証取得を目指し、体制の整備を進めてい
く。さらに、就業規則をはじめとする各種規程のシス
テム管理体制を構築し、法改正への迅速かつ適正な対
応が可能な環境を整えていく。2024年 7 月に新体制と
なった人事総務部では、これまで培ってきた良い制度
や文化を継承しつつ、必要な改革に取り組み、より良
い体制づくりを目指して日々業務に取り組んでいく。

（文責：人事総務部　部長　尾原　団）

　部署責任者一覧　2025年 ３ 月３１日現在

理事長 細　木　秀　美
副理事長 細　木　信　吾
本部長 細　木　膺　子
事務局長 宮　地　耕一郎
経営管理部
危機管理担当顧問 壬　生　澄　雄
財務課長 石　元　恵　津
人事総務部
人事総務部長 尾　原　　　団

本部 4 ( 1 )
経営管理部 6 　　　　
人事総務部 9 ( 6 )

計 19( 7 )

(　) は他施設との兼務者内数

　職員数一覧　2025年 ３ 月３１日現在

仁生会定例会
本部運営会
院長ＷＥＢ会議
さくら会（看護部会）
相栄会

仁生会委員会
仁生会事務部門委員会
仁生会人事制度委員会
仁生会教育委員会
仁生会在宅ネットワーク委員会
仁生会広報委員会
仁生会年報編集委員会

　委員会など　2025年 ３ 月３１日現在
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■　本　部

　理事長
▪誌上発表（論文・著作・寄稿）
　 １．細木秀美：2024年の報告、岡山大学医学部内科学第三講座・同門会　同門会誌2024年　p.85、令和 6年12月

7 日

▪その他
　 １．細木秀美：日赤有功会　副会長
　 ２．細木秀美：社会福祉法人　和香会　理事
　 ３．細木秀美：高知新聞社会福祉事業団　評議員
　 ４．細木秀美：高知新聞社会福祉事業団　軽費老人ホーム　健康管理医
　 ５．細木秀美：社会福祉法人　ミレニアム　理事長
　 ６．細木秀美：社会福祉法人　ミレニアム　福寿園　健康管理医
　 ７．細木秀美：日本病院会ニュース　編集特別委員
　 ８．細木秀美：高知県庁診療所　嘱託医
　 ９．細木秀美：高知地方検察庁　健康管理医
　10．細木秀美：高知家庭裁判所　健康管理医
　11．細木秀美：高知県立盲学校　学校医　学校管理医
　12．細木秀美：高知県立高知江の口特別支援学校　産業医
　13．細木秀美：三菱電機ビルソリューションズ株式会社　健康管理医

▶▶▶業績一覧▶▶▶業績一覧 （２０２4年 ４ 月 １ 日～２０２5年 ３ 月３１日）
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